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日
本
嘩
鋼
業
の
成
立
と
費
調

日
本
鍛
鋼
業
の
成
立
と
資
源

第
七
十
五
巻

三
八
五

第
五
蛾

主
六

1
l日
本
銭
鋼
業
の
成
立
と
原
料
問
題

(
E
Y
-
-

ィ、

波野

且E具E

難

./l~ 

太

錨
鋼
業
の
成
立
と
そ
の
意
義

原

料

問

題

I

i

m
胡
輯
鋼
業
と
内
地
鍛
錬
石
の
結
合
市
以
上
七
三
巻
四
鵠
)

E

M
汁
地
錨
輯
石
依
存

1
確
保
菌
勢
の
確
立
(
以
上
七
回
各
三
競
)

E

石
山
買
お
よ
び
銑
曲
事
情

綿
括
|
|
原
料
問
題
と
益
源
l
!
(
以
上
本
践
)

E 

右
茨
お
よ
び
銑
鎖
事
情

A

宥
炭

銭
鋼
業
の
燃
料
激
と
し
て
の
石
張
、
就
中
コ
ー
ク
ス
用
原
糾
茨
が
茸
脱

さ
れ
る
に
い
た
る
の
は
、
釜
石
に
お
け
る
製
銑
の
凌
展
に
と
も
な
っ
て
首

時
の
黙
而
闘
で
あ
っ
た
木
茨
の
歓
乏
と
運
搬
費
増
大
に
と
も
な
う
木
茨
費
の

増
大
が
危
慎
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
に
そ
の
契
機
を
も
っ
て
い
る
。
木

決
の
製
造
が
土
地
調
占
に
土
石
制
約
と
採
取
産
業
、
す
な
わ
ち
こ
の
場
合

林
業
と
し
て
も
つ
自
然
的
制
約
に
よ
ワ
て
、
増
大
す
る
原
料
需
要
に
臨
割
腹

す
る
労
働
生
産
力
の
護
展
を
、
す
な
わ
ち
そ
れ
に
よ
っ
て
起
る
照
陸
前
債

値
観
少
を
も
た
ら

L
え
な
い
か
ぎ
り
こ
の
こ
と
け
嘗
然
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
け
だ
L
木
茨
生
産
は
、
土
地
調
占
を
お
い
て
と
わ
ぬ
と
し
て
も
、
一
定

の
自
黙
尚
傑
件
を
前
挺
す
れ
ば
、
そ
の
増
加
が
牛
産
手
段
四
一
定
的
一
援
展

段
階
に
お
い
て
相
罰
的
に
短
期
間
に
生
じ
う
る
宕
援
、
錘
鏡
石
の
ご
と
号



鎖
山
策
と
具
り
、
そ
の
成
長
や
生
産
が
特
定
白
自
然
的
期
間
と
結
び
つ
い

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
英
園
町
慢
炭
製
織
法
の

普
及
は
ま
さ
に
木
表
紙
乏
を
契
機
と
し
て
展
両
関
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

わ
が
園
に
お
い
て
も
明
治
十
五
年
の
釜
石
に
お
け
る
木
表
依
乏
の
経
験
と

二
五
年
(
一
八
九
二
)
に
お
け
る
野
呂
観
察
報
告
に
お
け
る
木
援
へ
の
危
慌

に
基
き
、
ご
六
年
(
一
八
九
三
)
か
つ
て
工
部
省
が
療
乗
せ
る
ご
五
ト
ン
高

温
を
再
興
L
際
茨
銑
の
製
造
を
軒
聾
L
、
翌
一
一
七
年
十
一
月
高
閣
改
修
、

骸
決
窯
建
設
を
完
成
L
操
業
を
開
始
し
た
(
わ
が
図
に
お
け
る
慨
茨
銑
の

要
)
。
わ
が
園
に
お
け
る
聾
訳
銑
の
開
婦
は
既
に
明
治
十
五
年
間
巳
く

釜
石
(
醤
時
官
皆
)
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
が
、
骸
炭
の
形
獄
、
堅
さ
等
が
充

分
に
研
究
さ
れ
ず
袋
入
さ
れ
た
た
め
失
敗
休
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

製
鎮
楽
に
台
け
る
熱
誠
白
木
茨
よ
り
骸
茨
へ
の
梼
換
は
か
く
し
て
明
治

二
七
年
を
時
期
と
し
て
右
長
問
題
(
特
に
侯
茨
用
原
料
長
)
を
原
糾
問
題

の
一
中
心
課
同
国
た
ら
し
め
る
こ
と
と
た
っ
た
。

骸
波
へ
の
移
行
を
促
し
た
釜
石
に
お
け
る
製
銑
の
援
展
田
原
凶
は
第
一

に
す
で
に
営
時
釜
石
の
埋
臓
量
が
か
つ
て
(
十
六
年
)
の
す
=
一
高
ト
ン
と

い
う
悲
観
的
措
定
量
か
ら
一
一
一
一
一
年
目
数
百
寓
ト
ン
を
へ
て
二
五
年
の
再
調

査
に
よ
り
千
四
百
高
卜

ν
に
修
正
さ
れ
費
調
的
基
礎
に
罰
す
る
確
信
が
奥

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
。
第
二
に
釜
石
の
合
理
伯
に
よ
る
生
鷲
費
の
低
下
。

第
三
に
既
に
二
三
年
恐
時
か
二
五
年
に
そ
の
底
を
つ
き
銀
債
下
落
に
よ
る

聡
出
増
と
日
清
戦
争
の
切
迫
に
よ
る
軍
慣
と
を
挺
子
と
す
る
景
気
回
復
が

銭
需
要
の
増
大
を
も
た
ら
L
、
釜
石
掻
大
の
基
礎
が
興
え
ら
れ
て
い
た
か

日
本
錨
鋼
業
目
成
主
と
資
源

ら
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
日
清
戦
争
が
二
七
年
の
鵠
換
と
完
成
を
促
痘
L
た

最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
。

製
織
機
痛
と
採
炭
機
構
と
の
結
合
の
論
理
は
こ
こ
に
そ
の
基
礎
を
も
っ

と
と
も
に
、
そ
の
損
大
主
強
化
が
一
層
大
な
Z
規
模
を
も
っ
て
八
幡
製
銭

所
に
具
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

Q

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
過
程
を
わ
が
園
に

お
け
る
採
茨
機
構
創
設
温
程
と
の
関
迎
に
お
い
て
温
跡
L
て
み
よ
ろ
。

ω
野
呂
長
義
l

釜
石
錨
山
の
近
羽
L

(

明
治
二
五
年
五
月
)
錨
考
ニ

六
三
頁
。
背
官
時
ま
で
酔
錨
は
勿
論
、
鎖
右
に
よ
る
唯
一
の
製
錨

所
釜
石
も
ナ
ベ
て
木
決
が
主
要
燃
料
で
お
っ
た
。

ω
小
島
精
一
「
錨
鋼
業
費
展
異
論
」
二
五
回
、
=
七
六
頁
。

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
欧
米
資
本
主
義
国
が
利
協
の
針
象
と

L

て
先
ず
目
を
ワ
け
た
の
は
鎖
山
築
と
運
職
業
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
明
治

政
府
は
首
時
免
醒
の
遅
れ
た
園
が
外
商
資
本
に
依
存
す
る
こ
と
の
危
険
を

倶
れ
、
鏡
山
業
に
お
い
て
も
明
治
五
年
「
鏡
山
心
得
書
」
を
援
し
て
鏑
物
む

官
有
、
採
掘
槌
の
巾
央
隼
磁
化
を
確
立
し
、
六
年
に
は
「
日
本
坑
法
」
を

援
し
「
日
本
ノ
民
籍
タ
ル
者
一
一
非
サ
レ
ハ
試
掘
ヲ
作
シ
、
坑
直
ヲ
借
リ
抗

物
ヲ
採
製
ス
ル
ノ
事
業
ノ
本
E
、
或
ハ
組
合
人
ト
成
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」

(
同
法
事
四
組
問
)
と
規
定
し
て
舛
資
の
流
入
を
拒
否
L
t
o

か
く
L
て
石

茨
業
に
お
い
て
は
幕
末
す
で
に
英
人
グ
ラ
パ
ー
と
佐
賀
藩
の
共
同
組
笹

下
に
あ
っ
た
高
島
炭
携
お
よ
び
三
池
波
磁
(
六
年
)
、
北
海
道
で
は
茅
沼
(
九

三
、
腕
内
(
一

O
キ
)
円
官
有
が
蛍
施
さ
れ
、
出
E
管
密
戒
機
構
が
確
立
さ

れ
る
と
と
も
に
政
府
は
俳
人
技
師
を
雇
い
近
代
技
循
の
職
入
・
創
出
に
つ

第
七
十
王
巷

八
六

主
元二

第
五
舘



日
本
錨
鋼
業
の
成
立
と
釜
源

と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
十
三
年
末
よ
り
政
府
は
維
新
以
来
の
総
括
守
管
方
式
よ
り
選
別
官

借
方
式
に
持
品
L
(松
方
デ
フ
レ
へ
の
輔
換
の
開
始
)
、
軍
事
的
重
要
性
白

比
較
的
う
す
い
産
業
を
民
間
(
特
権
的
政
商
・
財
間
)
に
梯
下
げ
る
と
と
も

に
一
方
軍
事
工
業
お
よ
び
軍
事
的
重
盟
陸
の
騒
い
産
業
の
猫
占
と
統
制
に

白
り
だ
し
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
二
O
年
を
底
と
し
て
日
木
の
石
茨
業
も

新
た
な
機
構
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
寸
で
に
民
管
に
移

さ
れ
て
い
士
高
島
を
除
い
て
三
池
を
三
井
(
一
八
九
九
・
明
治
=
ニ
)
に
腕

下
げ
る
と
と
も
に
政
府
は
明
治
十
八
年
よ
り
海
軍
用
お
よ
び
そ
の
藻
備
長

碕
を
築
墜
地
帯
に
指
定

L
、
一
方
三
池
・
高
島
を
基
礎
と
す
る
三
井
・
一
ニ
菱

そ
の
他
財
閥
費
本
も
ま
た
筑
豊
地
帯
に
進
出
を
開
始
す
γ
問
。
す
な
わ
ち
従

来
の
官
笹
三
池
お
よ
び
高
島
・
幌
内
を
中
心
と
す
る
孤
立
分
散
的
採
炭
機

構
は
二

O
年
を
境
と
し
て
寵
接
軍
事
的
性
格
を
も
て
る
官
有
茨
舗
と
財
閥

調
占
炭
婦
の
筑
豊
地
帯
へ
の
結
集
に
よ
る
集
中
的
機
構
の
確
立
に
置
換
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
第
一
表
参
照
)
。

も
と
よ
り
他
の
主
要
石
炭
地
域
で
あ
る
北
海
道
お
よ
び
常
磐
地
万
に
お

い
て
も
石
茨
業
は
先
f
最
初
政
府
主
導
の
下
に
、
の
ち
に
は
抑
下
げ
を
基

礎
と
し
て
民
笹
に
よ
り
、
盛
展
せ
し
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
北
海
迫
に
お
い

て
は
開
拓
使
の
依
帰
に
よ
り
米
人
ラ
イ
マ

y
・ぞ
V

ロ
ー
に
よ
っ
て
符
わ

れ
た
地
質
鋳
物
調
査
、
茅
沼
・
焼
防
茨
山
由
経
晶
画
を
基
礎
と

L
て
部
出
展
せ

し
め
ら
れ
た
が
、
二
二
年
に
は
薩
関
系
の
北
潟
市
担
茨
硝
館
活
(
株
)
(
後

の
」
一
井
系
北
海
道
長
磁
汽
船
、
な
を
薩
問
よ
m
y
三
井
系
へ
移
行
に
つ
い
て

第
七
十
五
巻

=
一
八
七

第
五
鵠

五
i¥. 

〉

7
u

己

は

白

柳

秀

湖

「

中
L
R

川
彦
衣
郎

:。一

H

れ

丁

司

一

咋

る

惇

=5九
1
一
円
一
頁
に
く
わ

j

E

 

時
一
軸
一
肌

m
m
肌
一
干
し
い
)
が
創
立
さ
わ
、
幌
内
・

7
亡科目
h
h営
重

別

・

雪

一

大

量

な

ら

1

割
一
時
一
泊
川
口
沼
一
炭
業
ぴ
に
鍛
道
の
挽
下
げ
を
う
け
翌

第
の
一
倍
一
肌
肌
胤
竺
石
餓

高
一
団
一

2

4

M

抗
一
豊
茨
年
夕
張
炭
山
の
採
掘
に
着
手
す

茨
む
胤
!
「
1
4
l
H
h
l
-
筑
石

出

寸

r
司

剖

相

当

盟

る

な

ど

筑

豊

地

方

と

歩

調

主

口

謹
一
函
初
出
町
一
同
一
倣
せ
急
速
な
定
展
を
開
始
し
て
い

5
一

¥

:

J
2

「
ー
ト
間
同
同
同
に
十

l
M
~
(北
海
道
に
お
け
る
製
織
機

構
と
採
茨
機
構
結
合
の
基
底
)
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
筑
盤
の
琵
展

率
、
集
中
皮
に
比
し
て
掻
か
に
劣
っ
て
い
る
。
採
涙
機
構
の
か
か
る
不
均
等

た
鼓
展
は
あ
き
ら
か
に
単
に
資
源
の
存
在
村
人
け
で
な
く
北
九
州
の
も
つ
軍

事
経
憤
的
意
義
日
職
略
的
位
置
の
重
要
性
的
宵
位
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

日
清
験
学
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
確
定
的
に
す
る
と
と
も
に
筑
堕
へ
の
遊

民
・
集
中
は
八
幡
建
設
の
前
提
で
も
あ
っ
任
。
三
(
U
年
八
幡
製
織
所
建
設

の
確
定
、
さ
ら
に
一
一
一
一
一
年
十
一
月
の
筑
豊
に
お
け
る
八
幡
製
餓
所
懐
宏
指

茨
嫡
h
し
て
の
ご
瀬
炭
山
の
賀
枚
、
更
に
大
陸

l
大
冶
確
保
へ
の
舟
向
は

桔
民
地
鏑
石
に
立
脚
す
る
目
木
製
織
機
構
の
中
摘
、
と
採
炭
機
構
の
中
栖
と

の
結
合
(
そ
れ
は
同
時
に
闘
家
資
本
と
濁
占
的
財
閥
資
本
の
結
合
)
h
v

確
定

寸
る
と
と
も
に
筑
豊
の
煮
義
を
-
暦
増
大
せ

L
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
ま
た
大
陸
に
翻
す
Z
軍
事
経
済
的
強
黙
の
確
立
で
も
あ
っ
た
。

釜
石
に
お
け
る
骸
後
銑
へ
白
鴎
換
、
夕
張
茨
と
の
結
合
、
八
儒
・
筑
豊
の

8

8

2

2

 

1

2

3

5

 



結
合
は
製
銭
業
に
お
け
る
右
茨
問
題
の
重
要
性
の
瑳
畏
過
程
を
表
現
す
る

指
標
で
あ
る
と
と
も
に
ま
た
該
問
題
解
決
へ
の
第
一
の
階
梯
で
あ
っ
た
。

ゆ
「
明
拍
前
期
財
政
資
料
集
成
」
十
七
巻
、
工
部
省
治
草
報
告
五
四
頁
。

ω
高
島
は
翌
七
年
十
三
月
桂
藤
象
二
郎
に
排
下
げ
与
品
、
更
に
+
四

年
岩
崎
l
三
菱
に
移
行
。

岡
山
艮
島
(
十
七
年
)
、
三
菱
(
三
三
年
)
、
住
文
(
一
一
七
年
)
、
古
河

(
ニ
七
年
)
、
三
井
(
=
九
年
)

u

(

小
田

E
葺
「
日
本
掠
茨
槽
構

論
」
一

O
四

i
六
頁
)
@

ゆ
鏑
山
懇
話
曾
編
「
日
本
舗
業
務
蓮
虫
」
中
世
一
四
五
六
頁
。

こ
の
こ
と
は
し
か
し
原
料
問
題
と

L
て
の
石
茨
問
題
の
解
決
古
意
味
し

な
か
っ
士
。
つ
ぎ
に
こ
の
と
と
に
百
世
揮
じ
て
み
よ
う
。

営
時
白
餓
鋼
業
人
五
般
に
わ
た
っ
て
の
石
茨
消
費
(
と
り
わ
け
票
用
原

料
品
此
)
の
吠
簡
を
明
確
に
す
る
資
料
は
存
在
し
な
い
。
た
だ
八
幡
製
餓
所

受
入
石
茨
統
計
に
よ
っ
て
み
る
と
、
第
二
表
の
ご
と
く
明
治
三
七
、
八
年

を
撹
と

L
て
愈
激
に
消
費
量
が
培
大
L
回
O
高
ト
γ
藍
に
な
っ
て
い
る
。

か
か
る
数
字
を
謀
礎
と

L
渡
退
四
郎
氏
は
わ
が
悶
犠
鋼
業
に
お
け
不
石

景
消
費
量
を
明
治
=
一

O
年
約
四
=
一
高
ト
ン
、
日
露
戦
年
時
約
九
O
寓
ト

y
、

明
治
末
年
に
は
約
有
高
ト
y
程
度
と
推
定
し
て
い
る
。
第
二
表
に
つ
い
て

草
怠
す
べ
き
は
明
治
四

O
年
ま
で
の
消
費
が
一
一
一
九
年
の
徴
量
の
聡
ス
を
除

い
て
内
地
茨
で
賄
わ
れ
て
い
る
姑
で
あ
る
。
八
幡
製
織
所
は
そ
の
成
立
に

晶
た
っ
て
、
と
く
に
藍
諮
問
石
炭
の
自
給
や
計
量
し
、
既
越
せ
る
ご
と
〈

二
瀬
炭
山
を
頁
牧
し
た
。
「
創
業
首
時
の
右
差
需
給
計
霊
は
こ
の
一
一
瀬
を
中

心
と
し
一
ニ
池
、
高
島
、
そ
の
他
の
筑
盤
茨
や
従
と
し
て
立
て
ら
れ
た
」
の

マ
一
あ
り
、
こ
の
計
謹
は
少
く
と
も
三
0
年
代
↓
一
腹
自
成
功
を
一
試
し
た
の
で

あ
る
。
所
謂
植
民
地
鍛
鏡
石
に
立
脚
す
る
製
織
機
構
と
司
木
町
一
保
安
機
構

の
結
合
と
い
う
型
が
町
出
さ
れ
た
の
も
か
島
る
事
情
に
も
と
，
つ
い
て
い
た

左
い
え
る
。

L
か
し
こ
の
態
勢
に
は
一
=
0
年
代
、
否
そ
れ
以
前
か
ら
既
に
問

題
が
あ
っ
た
。
日
本
に
罪
岳
す
る
右
茨
は
大
部
分
が
第
一
二
組
暦
に
麗
L
比

較
的
新
L
い
時
代
白
生
成
に
か
か
る
低
度
額
育
茨
で
一
希
夜
分
、
硫
黄
分
、

憐
分
、
茨
分
が
多
〈
粘
結
度
が
低
い
た
め
、
ガ
ス
鼓
生
憤
用
、
汽
纏
用
、
加

熱
用
と
し
て
は
遁
営
で
あ
る
が

熔
鎖
熔
用
鮫
援
と
し
て
は
木
泊

で
あ
り
、
骸
茨
用
石
炭
と
し
て

は
夕
張
、
二
瀬
以
外
に
は
殆
ど

な
く
、
こ
れ
ら
も
車
味
で
友
好

低
く
、
竪
硬
に
し
て
熔
錨
蹴
作

業
に
癒
す
る
良
質
僚
茨
者
製
造

z
耽

FI--…一…喜一一輩出荘一一一一

鳩
一
ザ
耳
石
一
壬
畔
一
昨
一
昨
一
昨
一
昨
一

fi--ん詳細

日
本
錨
鋼
業
の
成
立
正
資
源

第
七
十
王
巻

三
八
八

第
五
競

ヨ王

苅い



日
本
錨
鋼
業
の
成
立
主
資
源

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
加
。
初
期
に
お
け
る
高
壇
作
業
が
失
政
し
た
主

な
原
因
の
一
つ
は
こ
の
骸
炭
の
粗
悪
性
に
あ
ワ
た
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
日

露
戦
後
相
つ
「
高
櫨
増
設
に
と
も
な
う
石
渡
消
費
の
培
大
と
隔
世
茨
の
歓
貼

を
除
〈
た
め
、
釜
石
は
四
二
年
よ
り
関
手
炭
官
職
入
し
て
夕
張
茨
七
五
%

開
平
茨
二
王
%
。
阻
合
に
移
り
、
八
幡
も
四
三
年
か
ら
良
質
強
粘
結
決
た

る
大
陸
最
(

T

府
議
湖
・
開
平
妓
)
の
配
合
を
試
み
、
寓
趨
缶
詰
寧
を
高
め

る
と
と
も
に
弐
第
に
大
型
高
値
の
操
業
に
堪
え
ら
れ
る
骸
茨
製
諸
に
成
功

す
る
に
到
つ
士
。
そ
の
結
果
四
二
年
八
幡
銑
T
Y
首
り
午
一
建
費
の
四
一
%

-
一
・
六
一
二
固
を
占
め
た
骸
涙
費
は
、
配
合
に
よ
る
良
質
懐
炭
の
使
用
よ

り
す
る
使
昂
量
白
鼠
少
、
出
比
債
下
落
に
よ
り
大
E
元
年
に
は
三
五
%
七
・

一
三
固
に
滋
少
し
た
。
こ
の
低
下
は
巌
茨
白
改
善
、
懐
衆
製
造
に
と
も
な

う
副
産
物
収
入
の
増
加
に
負
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
聞
に
お
け
る
銑
銭

生
産
費
低
下
の
最
大
白
フ
ァ
グ
タ
ー
は
こ
の
巌
茨
費
低
下
に
も
と
づ
い
て

い
た
の
で
あ
る
。
(
第
三
表
参
照
)

第

3
善

第
七
十
五
巻

一一一八九

第
五
蹴

ノ、
O 

援
護
四
郎
つ
人
珪
石
油
主
原
料
石
長
」
ニ
三
大
頁
。

「
八
幡
製
陣
所
五
十
年
誌
」
ニ
二
三
頁
。
な
を
明
治
一
旦
八
年
八
幡

の
使
用
柴
内
罷
は
三
湖
一
五
O
、
八
ニ
一
ト
シ
、
新
山
一
一
、
三
O
七

ト
ン
(
雨
者
計
七
五
・
七
王
%
)
、
-
一
一
地
三
一
、
三
八
ニ
ト
ン
、
高

島
一
六
、
丸
六
ニ
I

V

(

両
者
計
二
コ
・
丸
一
%
)
、
無
盟
最
大
丸

一
一
ト
ン

(
0
・
三
四
%
、
合
計
三

O
一
一
、
一
六
九
ト
ン
(
一
C

C
%
)
(
同
上
五
十
年
詰
よ
り
)
。

前
掲
「
日
本
鎖
業
資
建
史
」
中
審
一
九
頁

U

服
部
漸
「
八
幡
製
錨
所
目
熔
輯
岬
凶
作
業
に
つ
い
て
」
(
錨
左
側
第

二
巻
第
五
揖
)
。

わ
が
図
骸
茨
の
啓
普
が
謹
ん
だ
と
は
い
え
ま
だ
大

E
初
頭
に
お
い

て
は
先
諮
問
の
ど
正
〈
大
商
蝿
の
螺
業
は
骸
決
円
買
に
よ
ヲ
て
不

可
能
と
考
え
b
れ
て
い
た
(
「
日
本
舗
鋼
且
」
四
四
ニ
頁
)
。

以
上
の
こ
と
は
、
日
木
製
油
開
兼
が
四

0
年
代
の
大
陸
場
緑
入
を
ま
っ
て

は
巳
め
て
そ
の
一
康
の
安
定
成
立
と
西
欧
へ
の
促
迫
を
開
始
せ
る
こ
と
を

物
語
る
も
の
と

L
て
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
明
治
阿
王
年
の
八

幡
に
お
け
る
骸
波
用
原
料
茨
の

使
用
割
合
は
二
瀬
三

O
寓
ト
ン

(
六
六
%
)
、
木
渓
湖
四
寓
ト
ン

(
二
二
%
)
、
開
平
三
高
ト
シ

(一

O
M
)、
三
池
二
高
ト
ン

(8) (7) 削(日)ω 

町
田
茨
費
の
銑
錨
原
信
(
官
接
費
)
に
占
め
る
割
合
高
位
ト
シ
曹
り
困
)

軒
町
~
]
一
骸
炭
費
錨
鏡
石
組
生
産
費
古
寺
四
二
年
は
野
呂
貴
義
「
舗
と
鋼
」
第
亙
第
十
鵠

罰
引
到
叫
凶
1
ゴ
訓
判
司
矧
=
大
正
元
午
は
八
幡
調
査
課
報
告
に
よ
る

u

と
も
に
間
接

一
れ
匝
寸
一

Z

(
四
一
%
)
(
匝
ニ
)
一
一
一

O
O
)
一
費
を
合
ま
ず
。
(
日
本
瞳
銅
史
四
宜
五
頁
止
り
算
出
)
倫

一
明
泊
周
汁
五
一
主
i
y
t
三
丸
〕

l

玉
四
一
一
一
μ
己
宣
官
時
米
闘
の
生
産
費
約
二
O
圃
で
低
ぼ
辛
L
い。

((大
E
一
五
年
)
一
同
=
一
五
%
)
i
i
h
四
七
}
一
(
一
ー

0
0
)

• 



(
台
%
)
、
高
島
一
・
一
一
高
ト
V
(
回
帰
)
と
な
っ
て
お
り
、
供
治
の
中
心
は

た
を
内
地
茨
で
あ
っ
た
。
宮

t
わ
が
閣
の
石
茨
全
般
に
ワ
い
て
み
て
も
、

轍
入
約
一
三
一
高
ト
シ
に
針
L
約
一

O
借
白
続
出
量
を
も
っ
て
お
り
、
こ
の

時
代
白
石
茨
総
入
の
問
題
は
圏
内
石
援
の
雇
」
(
と
同
時
に
低
債
格
)
の

問
題
と
し
て
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
a

だ
が
己
白
1

質
」
こ
そ

が
日
本
製
錦
織
構
の
基
底
を
な
す
も
の
で
島
っ
た
。
安
債
良
質
な
る
織
鏡

君
、
安
一
慎
良
質
な
る
右
張
、
そ
れ
は
な
を
生
産
盟
系
に
お
い
て
い
や
り
ぢ
る

し
く
戎
術
的
な
後
れ
を
も
も
餓
生
産
に
と
も
な
う
副
産
物
の
生
産
そ
充
分

に
行
い
え
な
か
っ
た
わ
が
閣
制
世
銀
業
む
死
活
儲
件
で
あ
り
、
ま
た
唯
一
の

競
争
傑
件
で
も
あ
っ
た
。
日
露
戦
後
わ
が
図
が
早
〈
ホ
ー
漏
州
撫
順
表
繍
の

占
嬢
(
=
一
八
年
)
、
朝
鮮
平
壌
無
理
茨
田
町
官
攻
(
四
O
年
、
大
E
十
一
年
海

軍
省
直
轄
)
、
大
倉
財
閥
に
よ
る
木
演
湖
掌
掻
(
回
二
年
)
等
、
三
週
の
植

民
地
殻
田
の
確
保
に
準
回
す
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
っ
た
。
同
時
に
英
闘
の

鰹
皆
に
よ
る
開
平
茨
(
の
ち
の
開
機
農
)
依
存
の
蹟
大
は
す
で
に
日
英
の
角

逐
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た

u

間

英
国
苧
よ
る
開
平
茨
碕
の
奪
取
な
p
b
び
陀
開
機
茨
碕
支
配
の
推
移

に
つ
い
て
は
木
村
和
三
郎
「
北
支
那
右
茨
経
済
論
」
(
東
E
極
梼

研
究
仰
)
陪
〈
わ
し
い
。

B

銑
錨

日
木
鍋
鋼
業
(
主
L

C

1

て
製
鋼
に
ワ
い
て
)
の
原
糾
問
題
と
し
て
銑
織

問
題
が
大
き
な
比
重
を
も
つ
に
到
る
の
は
、
主
と
し
て
明
治
四
0
年
代
の

目
本
嘩
鋼
業
の
成
立
と
賓
源

民
間
製
鋼
業
の
興
起
を
へ
て
平
櫨
業
者
が
高
温
・
一
貫
業
者
主
抜
立
し
て

わ
が
閉
鎖
鋼
業
に
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
早
第
一
次
大
戦
以
降

の
こ
と
に
属
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
通
読
が
そ
の
嘗
時
ま

で
銑
織
が
原
料
問
題
と
し
て
の
軍
要
性
宇
4
4
〈
も
た
な
か
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
わ
が
園
に
お
い
て

製
銑
と
製
鋼
睦
烹
の
分
離
が
営
初
か
ら
存
捜
し
、
更
に
後
年
一
暦
そ
の
議

離
が
瞳
明
大
さ
れ
る
に
い
た
司
令
原
因
の
]
つ
は
、
そ
の
前
史
こ
そ
が
大
き
な

役
割
を
荷
っ
て
い
る
か
ら
な
白
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
銑
織
が

遇
設
に
よ
る
墜
倒
的
比
重
を
占
め
る
に
い
た
る
前
史
に
つ
い
て
筒
軍
に
簡

れ
る
こ
と
に
す
る
。

八
幡
成
立
に
い
た
る
ま
で
わ
が
闘
の
製
鋼
は
ほ
と
ん

E
軍
工
廠
内
部
に

お
い
て
袈
展
せ
し
め
ら
れ
た
。
軍
属
酔
確
保
の
必
要
は
、
外
圏
銑
鋼
材
の
医
迫

そ
の
他
に
上
る
一

0
年
代
宵
酷
官
製
鑓
所
の
失
敗
に
拘
ら
ず
、
明
治
十
王
年

を
轄
期
と
ナ
る
大
軍
箇
計
聾
と
二

0
年
代
目
目
滑
斡
府
軍
の
切
迫
と
と
も
に

強
力
に
製
鋼
の
撹
大
を
推
準
せ
し
め
た
が
、

L
か
L
量
的
に
は
日
清
敵
手

首
時
千
一
一
一
白
ト
Y
前
後
で
民
間
で
は
な
そ
洋
式
製
鋼
は
現
れ
な
か
っ
た
。

民
聞
の
銑
鋼
材
需
要
は
大
部
分
外
国
銑
鋼
材
に
依
存
L
、
鋼
生
産
は
た
だ

軍
工
廠
に
お
い
て

L
か
生
産
で
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
百
本
に
お
け
る

銑
鋼
分
離
は
か
か
る
事
情
に
そ
の
基
礎
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
一

0

年
代
の
製
鋼
所
建
設
案
が
最
初
軍
用
鋼
材
を
主
旨
的
と
し
た
原
因
も
ま
た

こ
こ
に
あ
っ
た
。
銑
鋼
分
離
陸
菜
は
八
幡
成
立
、
釜
石
の
製
鋼
準
出
に
も

拘
ら
ず
そ
れ
自
盟
の
中
に
内
包
さ
れ
、
四
0
年
代
の
民
間
製
鋼
所
の
興
起

第
七
十
五
番

ブL

O 

第
五
鵠

~ 
ノ、



日
本
観
鋼
業
の
成
立
k
資
源

と
宍
に
第
一
次
占
人
品
川
後
一
暦
漉
大
さ
れ
た
規
模
宇
も
っ
て
機
績
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

側
わ
が
図
の
民
間
輯
鋼
業
に
お
い
て
、
伺
故
一
貫
・
製
融
業
に
比
L
、

単
調
製
鋼
業
が
ま
ず
興
起
設
臨
し
た
か
悼
の
ち
に
詳
細
に
論
ず
る

が
、
主
な
直
接
的
理
由
は
第
一
忙
製
銑
よ
り
捉
下
資
本
が
少
〈
て

沸
む
乙
正
、
資
本
回
輔
が
銑
銅
一
貫
K
比
べ
て
相
釘
的
に
短
期

に
お
こ
な
い
う
る
こ
と
。
第
二
の
軍
工
耐
内
部
に
担
け
る
技
柵
的

優
位
を
利
用
向
掃
た
黙
。
軍
部
が
ま
た
と
れ
を
積
極
的
に
援
問
し

た
鮎
に
も
と
め
ろ
る
ロ
勿
論
そ
れ
b
ナ
べ
て
が
日
露
戦
軍
ー
と
い
ん

職
時
需
要
の
緊
迫
怯
と
必
要
和
ら
出
張
L
た
の
で
あ
る
が
軍
に
技

術
的
按
助
の
み
で
な
〈
、
需
要
心
貼
か
ら
も
蝿
蓮
院
、
軍
部
に
、
よ

る
援
閣
が
大
き
か
っ
た
貼
も
君
遁
さ
る
べ
き
で
な
い
。

苫
て
銑
織
は
他
の
原
料
と
こ
と
な
り
そ
の
影
響
が
官
接
に
製
銑
製
鋼
問

者
に
台
よ
ぶ
と
い
う
貼
で
特
殊
の
意
義
を
内
包
寸
る
と
い
え
る
。

八
幡
の
成
立
と
詮
度
に
よ
り
銑
織
自
給
率
は
王

O
%に
蓮
す
る
の
で
あ

る
が
な
を
外
銑
の
匪
迫
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
首
時
に
お

吋
る
倍
絡
主
導
力
は
英
閤
銑
に
握
ら
れ
て
い
た
。
和
銀
を
屋
倒

L
さ
ら
に

一
0
年
代
釜
肖
銑
を
墜
倒
し
た
外
銑
は
こ
こ
で
も
な
を
そ
の
主
唱
性
を
失

わ
な
か
っ
た
.
釜
石
の
裂
展
に
と
も
な
う
生
産
曹
の
低
下
に
よ
り
釜
石
銑

1

ン
嘗
り
市
川
閣
は
著
し
く
低
下
し
た
が
、
な
を
第
四
表
に
み
ら
れ
る
ご
と

く
恥
入
銑
と
の
較
差
は
お
お
い
が
た
か
っ
た
。

入
陪
り
遊
民
に
と
も
な
う
主
崖
賀
低
干
、
外
銑
へ
の
促
担
に
か
か
わ
ら

第
七
十
五
番

ブL

第
五
披

。

明

市

告

易

高

も

。

ず

外

銑

福

田

格

へ

の

温

帥

低

硝

耕

一

一

色

一

脈

川

随

を

よ

ぎ

な

く

さ

れ

ン

市

盤

査

格

換

布

利

ち

て

い

る

こ

と

は

第

五

日

日

京

の

調

偶

ン

銑

な

え

酎

東

午

業

入

ト

丹

外

考

表

に

よ

っ

て

も

こ

れ

，

(

に

お

事

総

を

は

法

と

ど

i
T為、
3
3

表

駿

も

泊

錨

銑

p
差

に

の

を
2
4
自
由
し
B
4
M
C

4
比

ー

と

明

製

丹

首

椅

商

も

日

露

戦

争

お

よ

び

第

路

は

、

時

、

斤

憤

錨

た

煙

債

年

臨

る

百

升

外

し

験

後

に

お

け

る

鍛

鋼

捌

市

…

郡

山

一

叩

J
J
M
H

需
要
の
増
大
は
製
鋼

ω

白

月

銑

な

ら

び

に

鋳

物

考

用

鋭

需

要

の

培

大

を

備

結

果

し

た

。

そ

れ

は

同
時
に
民
間
製
鋼
所
お
よ
び
造
船
・
機
械
兵
穏
で
場
に
よ
る
製
鋼
、
な
ら
び

に
兼
営
鋳
強
工
場
の
鼓
畏
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
外
銑
に
医
迫
さ

れ
そ
白
成
立
を
い
ち
ぢ
る

L
〈
制
約
さ
れ
た
製
銑
事
業
は
需
要
を
み
た
し

え
ず
、
外
銑
依
存
の
盟
系
を
そ
の
主
主
延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
け
だ

し
民
間
製
鋼
品
席
者
は
原
料
銑
の
大
部
分
を
品
開
入
に
、
一
部
を
内
地
に
求
め

た
白
で
あ
っ
ゎ
。
そ

L
て
四

O
l四
一
年
の
職
後
反
動
恐
慌
(
こ
れ
は
同

じ
く
四

O
年
秋
末
閣
に
起
っ
た
恐
慌
の
世
界
的
波
及
に
よ

p
加
重
さ
れ
て

四
三
年
玄
で
恐
慌
欺
態
が
帽
闘
い
た
)
と
更
に
恐
慌
に
と
も
な
う
潟
外
か
ら

の

r
yピ
ン

rに
よ
り
、
一
度
起
り
か
け
た
民
間
製
鋼
業
は
危
機
に
陪
る

白
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
契
機
と

L
、
よ
り
安
債
な
印
度
銑
総
入
に
時
腕
す

る
ζ

と
に
な
る
(
民
間
に
お
け
る
外
銑
依
存
製
鋼
挫
系
の
確
定
)
。



( 川第5器

内列，~銀債格比絞〈トJ笥り〉

語専|る石司五函
明f合

| 日四ヨ4 4閣1，3 
〔1394021午) 

35 34.0 37.9 

86 34.0 37.9 

37 35，7 88.8 

88 38.0 53.7 

89 38.2 37.2 

40 39.9 41.0 

41 3G.5 39.5 

42 32，1' 85.9 

48 32，4 36.7 

44 33.8 88.4 

45 86.2 43，3 
大E

2 39，9 45，7 

3 89，7 44.o 

「
日
本
錨
鯛
虫
」
豆
七
O
頁。

わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
に
関
税
政
策
白
側
面
か
ら
こ
の
問
題
を
幌
延
っ
て
み

よ
う
。
銀
鏡
石
職
入
闘
琉
は
八
幡
削
封
鎖
所
が
成
立
し
大
冶
依
存
が
確
定
す

る
と
と
も
に
三
四
年
早
〈
も
無
税
と
な
っ
た
(
既
越
)
。
し
か
L
銑
織
は
一
一

二
年
の
関
税
政

E
に
お
い
て
本
陸
態
二
年
の
改
挽
約
書
点
よ
る
従
債
五
分

を
基
準
と
し
た
従
盆
枯
草
の
原
則
を
武
鑓
す
る
こ
と
な
く
、
協
定
積
率
は

寅
に
大

E
十
周
年
三
月
に
い
た
る
ま
で
椴
績
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

欧
米
銑
に
針
抗
す
る
銑
繊
保
援
陸
米
吉
積
極
的
に
と
り
う
る
傑
件
が
欠
如

し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
と
と
も
に
、
ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
傑
件
の

欠
如
そ
の
も
の
を
逆
に
温
存
す
る
に
到
っ
た
こ
と
を
も
同
時
に
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
む
こ
と
は
官
時
す
で
に
批
界
的
水
準
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ

む
関
税
率
と
比
依
す
る
こ
と
に
よ
っ
ζ
も
凶
臼
で
あ
る
(
第
六
、
第
也
長
)
。

銑
錨
の
み
な
ら
ず
鋼
材
(
た
だ
し
鋼
材
は
凶
四
年
ト

b
若
干
引
上
げ
ら

日
平
輯
鋼
業
。
成
立
と
資
源

れ
た
が
)
に
劃
す
る
積
極
的
保
護
策
を
と
り
え
な
か
っ

た
の
は
、
勿
論
闘
読
自
主
植
が
皆
時
吉
で
確
立
さ
れ
な

か
っ
た
(
低
迷
)
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
も
制
約
さ

れ
た
の
は
保
護
に
よ
る
鎖
倒
偏
絡
騰
貴
に
よ
っ
て
起
る

諸
般
・
機
械
産
業
へ
の
影
響
の
必
至
伯
か
ら
、
こ
れ
ら

産
業
が
織
鋼
保
護
に
到
す
る
積
極
的
反
射
を
唱
え
て
を

り
、
ま
た
一
般
的
輿
論
も
そ
れ
に
針
し
で
消
極
的
で
あ

っ
た
こ
と
も
そ
の
一
因
で
あ
っ
た
。

す
で
に
世
界
市
場
の
分
割
を
完
了
せ
る
帝
問
主
義
段
階
に
お
け
る
競
李

白
織
烈
伯
、
市
場
手
薄
臓
の
激
化
は
債
特
麹
争
に
影
響
を
興
え
、
そ
の
闘

争
力
官
制
約
す
不
基
礎
産
業
保
護
の
除
絡
を
興
え
ず
、
ま
た
そ
れ
と
と
も

に
生
ず
る
職
手
の
危
機

l
軍
舗
の
加
速
杭
は
注
に
銑
銅
↓
貫
臆
制
の
謹
畏

を
制
約
し
に
白
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
明
治
初
頭
以
来
の
銑
鋼

分
離
陸
系
を
溜
存
L
、
世
に
外
銑
依
存
の
民
間
製
鋼
盟
系
の
出
裂
と
謹
民

を
も
た
ら
す
と
と
も
に
銑
織
が
原
料
問
題
と
し
て
織
鋼
業
の
主
要
課
題
と

な
る
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

年
内
工
担
考

昂
闘
問
。
委

質
。
で
計
業

は
出
ま
統
銭
。

椅
算
年
債
割
る

伺

D
姐
物
は
よ

ス
よ
は
賀
桂
に

轍
に
格
卸
以
料

考
表
倒
省
年
設

備

。自

三
二
年
峠
約
改
正
賞
時
大
限
大
匝
で
あ
っ
た
松
万
E
義
は
っ
き
り

ご
と
く
の
べ
て
い
る
「
貯
捧
我
闘
工
業
の
骨
髄
ー
と
も
見
る
べ
電
製

融
事
業
の
如
き
ず
ら
、
之
丞
保
護
助
長
す
る
樺
曾
を
神
ぎ
る
の
み

な
ら
ず
、
協
定
品
は
概
ね
輸
入
割
の
多
量
な
る
物
品
な
る
を
も
っ

て
、
圏
中
誌
の
肱
入
を
阻
害
せ
ら
る
る
等
共
体
害
貨
に
大
な
刀
L

と。

〔
大
蔵
省
税
関
部
、
柏
闘
八
十
年
小
且
四
八
頁
)

第
七
十
五
巻

九

六

第
五
故



目
本
錨
鋼
業
の
成
立
と
費
源

第

6
表

明
治
四
四
年
目
問
団
関
税
寧
釘
比
表
〔
ト
シ
曹

ν
E

軌板形僚屑銑

僚 銅銅錦織

三 1六 o 0 - -
日

三六 o 0 六 六
三二六 o 0 大大

王O) 室g 
( 

本

/'( 

ニ 1~・ O・ 二・ 五4 五. 
被司

五二三00 五 o 0 
O 二0 0 0 0 0 

ヨ王 2畠
C 

備考農商務省調査に主る。
な乞カッコ内問協定税額。

「錨正銅」ニ巷九競担よ
'11'製錨業医閥ずる参考資
料(大正7年版)より。

た
と
え
ば
嘗
時
も
っ
と
も
公
正
中
立
な
畢
者
と
考
え
ら
れ
た
戸
田

海
市
博
士
(
決
し
て
自
由
貿
易
主
義
者
で
な
い
)
も
、
蝿
鋼
業
の
重

要
性
は
十
分
認
め
る
が
、
自
給
の
見
込
が
な
い
場
合
に
は
一
部
軍

器
の
与
を
軍
部
陀
自
給
さ
し
て
民
需
用
は
低
廉
な
海
舛
品
を
自
由

に
輸
入
さ
せ
る
ほ
か
な
く
、
高
再
轍
入
税
を
課
す
必
要
な
L
、
と

の
べ
て
い
る
(
同
氏
「
日
本
之
鯉
神
」
回
二
四
、
正
二
六
七
頁
)
。

し
か
し
な
が
ら
四
四
年
一
関
税
政

E
に
お
い
て
鋼
材
が
一
割
乃
至
=
一
割
の

保
護
ぞ
ろ
け
、
す
で
に
濁
占
保
護
閲
読
へ
の
略
化
を
は
ら
む
も
の
と
し
て

の
一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
叉
そ
れ
に
よ
っ
て
外

銑
依
存
の
製
鋼
櫨
京
が
支
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

銑
錨
に
白
い
て
寅
殺
現
率
四
・
二
%
の
協
定
税
率
を
英
国
と
の
聞
に
定
め

目。

第
七
十
五
番

ブ」

第

7
表

銑
銭
関
涜
推
移
音
斤
箇
り
き

よ1 当国氾拍車|協定桝|

明拍31年末|
まで

ヨ出且 1日| 831 83 
よ.9 I (5 %) I (5 %) 

36年よ4月P1日|l(811F86J|| 

油 年 同 1日| Iao | 
より (5 %) 

岬 7月16日!1M|8.3
より (5 %) I (4.2%) 

大lE15年 8月
29日より

第
主
同
町

ノ、
回

備考富永裕治「本邦錨鋼業
ξ 閲柏」による。カヅコ内は
従量税算出基準の従慣税車、
市32年~ 9人;正14年ま e図定
精華は完全んど主主際に週月され
たと>はな.、ヲ?と。
協定拍車ol!i!止は大正14年

8月10日同なを富永氏位協定
税至容が15年 3月までつづいた
とされているが、とれはあや
ま Pであらう。 (f明泊大E財
政史」第8巻闘祝日14頁参照)

る
に
い
た
っ
た
理
由
は
、
た
ん
に
以
上
に
の
ベ

t
銑
織
保
護
保
件
の
侠
如

に
の
み
起
因
す
る
と
は
い
え
な
い
。

鋼
材
保
護
の
準
展
と
は
い
え
そ
れ
は
ほ
ん
の
僅
か
な
~
、
の
で
あ
っ
た

が
は
す
で
に
民
間
資
木
の
法
出
世
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
錦

織
積
車
の
低
下
に
は
、
と
り
わ
け
日
大
製
鋼
所
の
存
在
が
大
き
な
山
ソ
エ
イ

ト
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
看
坦
で
き
た
い
で
あ
ろ
う
。

明
治
四

O
年
(
一
九

O
七
)
北
海
道
室
蘭
に
出
現
し
た
白
木
製
鋼
所
は

英
園
一
流
の
兵
器
脅
此
で
あ
る
ア

1
ム
ス
ト
ロ

yr、
グ
ィ
ツ
カ
1
ス
南

吐
と
=
一
井
系
資
本
た
る
北
海
活
安
碕
汽
胞
株
の
共
同
事
業
と
し
て
世
界
の

注
硯
を
あ
び
た
も
の
で
あ
っ
士
(
た
を
と
の
過
程
に
の
ソ
い
て
位
久
保
策
の

小
説
「
の
ぼ
り
釜
」
新
潮
昭
和
二
六
年
六
月
上
一
月
践
は
興
味
深
い
)

U



そ
れ
は
日
本
海
軍
の
兵
器
五
場
た
る
性
格
を
も
っ
と
と
も
に
わ
が
商
品
収
初

の
民
間
兵
器
工
場
で
あ
り
h
つ
東
洋
第
一
の
兵
穏
エ
場
で
も
あ
っ
た
(
四

四
年
一
月
操
業
開
始
)
。

資
本
金
千
王
宮
高
国
(
日
英
折
苧
引
受
)
、
世
債
一
千
寓
園
(
内
債
)
、

計
二
千
五
百
寓
国
に
上
る
創
業
費
は
=
主
年
ま
で
の
八
幡
創
業
建
設
費
約

二
千
寓
園
を
凌
賀
す
る
も
む
で
あ
り
、
第
一
次
大
戦
直
前
の
固
定
資
産
は

二
千
二
百
寓
国
、
常
時
八
幡
の
=
一
千
四
百
寓
固
に
つ
「
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
も
そ
の
規
模
は
推
察
し
ろ
る
(
四
五
年
創
立
し
た
日
本
鋼
管

円
資
本
企
二
百
高
圏
、

L
h
p
も
最
初
の
抑
込
品
目
二
一

O
高
圃
と
針
比
)
。

し
か
も
平
櫨
能
力
に
お
い
て
製
鋼
所
は
八
幡
に
先
ん
巳
て
五

O
ト

y
酸
性

平
櫨
二
基
を
遺
設
L
て
い
る
。

英
園
が
準
出
し
た
の
は
、
第
一
に
は
日
露
陣
騎
手
の
終
結
を
目
的
と
し
た

三
八
年
八
月
白
第
二
弐
日
英
軍
事
同
盟
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
さ
ら

に
東
亜
に
お
叶
る
ロ
Y
ア
に
か
わ
る
ド
イ
ツ
の
進
出
に
皿
割
腹
す
る
四
四
年

の
第
三
次
日
英
軍
事
同
盟
を
強
化
す
る
た
出
で
あ
り
(
す
な
わ
ち
ド
イ
ヅ

に
封
ず
る
英
国
の
番
犬
と
し
て
の
地
位
確
定
)
、
第
二
に
は
日
露
戦
争
後

白
四

O
年
に
始
る
世
界
恐
慌
の
詮
畏
に
よ
る
遁
剰
資
本
の
救
済
と
し
も
、

第
三
に
は
日
木
軍
事
工
業
の
躍
進
に
劃
す
る
市
場
稿
保
策
と
し
て
、
第
四

に
は
日
本
海
軍
兵
器
の
掌
撞
を
も
貴
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
日

鋼
室
蘭
使
用
銑
織
を
英
園
銑
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
銑
銀
総
出
を
確

保
ナ
る
こ
と
を
忘
れ
は
し
な
か
っ
た
。
銑
銭
関
税
協
定
の
背
後
に
は
、
そ

日
本
錨
鋼
業
白
成
立
と
養
源

し
て
要
因
が
強
力
に
織
銑
閣
慌
の
引
上
げ
に
反
則
到
し
だ
背
後
に
は
、
か
か

る
基
蝶
が
杢
在
L
た
の
で
あ
る
。

同
開
師
遮
せ
る
日
露
出
後
念
唱
す
る
外
資
轍
入
も
乙
乙
に
そ
O
主
た
る

動
因
を
も
っ
て
い
る
(
「
紹
漕
論
議
」
七
回
程
一
一
一
騎
拙
稿
)

な
を
こ
の
協
定
に
よ
D
わ
が
閏
は
銑
錨
生
産
奨
開
企
を
向
す
こ
と

を
も
制
約
さ
れ
た
自
で
あ
る
。
(
川
島
信
太
郎
「
本
邦
遁
商
政
策

棟
約
虫
概
論
」
一
二
七
一
一
頁
)

側だ
が
以
上
の
こ
と
は
わ
が
閤
か
錦
織
確
保
l
自
給
へ
の
刑
判
策
を
放
棄
し

た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
八
幡
の
柑
つ

r撞
張
は
そ
の
現
わ
れ
で
あ
る
が
、

そ
礼
の
み
で
な
〈
植
民
地
製
織
機
構
内

2

構
築
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
%
銭
鏡

右
の
確
保
の
み
で
な
〈
楠
民
地
茨
萌
確
保
守
基
礎
と
す
る
製
織
業
力
設
立

に
よ
っ
て
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
が
目
程
に
よ
る
の
で
あ
る
。
既
に
そ
り

と
と
は
三
豆
年
に
始
る
漢
陽
銑
轍
入
の
捜
大
の
中
に
み
え
て
い
る
。
明
治

四
O
年
に
は
金
総
ス
量
の
ご
四
%
は
か
か
る
漢
陽
銑
(
寝
治
存
)
で
あ
り
、

そ
の
債
格
は
英
園
銑
よ
り
も
遺
品
に
安
債
で
あ
っ
た
(
第
八
、
九
表
参
府
)
。

明
治
三
九
年
十
月
、
周
年
十
二
月
そ
れ
ぞ
れ
勅
令
を
も
っ
て
関
東
州
生

産
物
輸
入
お
よ
び
中
園
の
生
震
に
か
か
る
鋭
鎖
隅
入
に
つ
い
て
協
定
読
寧

に
均
宿
せ

L
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
明
か
に
先
記
せ
る
椅
民
地
銑

織
轍
入
に
よ
る
圏
内
銑
補
完
政
策
の
控
準
を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
。

と
れ
に
よ
っ
て
菅
斤
営
り
一

O
鎖
の
固
定
税
率
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
八
幡

原
料
銑
た
る
中
園
演
陽
銑
は
、
英
園
そ
の
的
諮
閣
と
同
己
〈
八
・
三
銭
と

な
っ
た
。
八
幡
に
白
け
る
か
か
る
指
向
は
闘
務
保
護
の
な
恥
っ
た
圏
内
製

第
七
十
五
巻

一
二
九
四

第
王
銃

大
豆



日
本
錨
鋼
業
目
成
立

k
蚕
源

主要閣別銑銀融九量(千トシ〕

|鍋入割持主主封|英国i中園 1町度

明Y合
25(1892) 12 41% 87% -%  % 

30 44 62 85 

35 29 41 73 6 

40 97 41 71 宝4

4Ii 229 49 69 B 22 

犬正
2 265 52 38 23 31 

第日産

製錨業参考資料に主る。 45年目中園銑減伊は

辛玄革命による封E供給停頓にまる。(，目本

舗鋼氏J458頁)

備考

第
七
十
五
巷

35.7 

英・中園・印度銑は輸入債格、製織業に闘す
る参考費科(大rr:7年)忙J:D算問。
なを大正2年の釜石銑市債は50闘であり、圏
内銑舗の窮献を明示しうる。っそrr:3年鐙肩が

5日3高周の負債を生じた理由もととにある。

台
明
山
岨

E
2

f

工

明

」

八

備考

銑
業
の
困
難
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
入
幡
に
工
品
安
債
な
る
中

図
銑
白
濁
占
け
釜
石
の
経
営
の
医
迫
や
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
諸
に
銑

生
産
を
全
陸
と
し
て
制
約
す
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
圏
内
銑
錨
隼
産
を
補

完
す
る
も
の
と
し
て
白
政
府
な
ら
び
に
財
閥
に
よ
る
植
民
地
製
織
の
構
築

と
設
展
は
以
後
大
定
期
を
通
じ
て
嵐
大
L
、
同
時
に
か
か
る
政
審
目
世
が

泊
に
銑
銀
関
税
の
引
上
げ
を
自
ら
制
約
す
る
も
の
と

L
て
作
用
す
る
の
で

総

テじ
ま王

第
主
部

六
六

あ
っ
た
。

明
治
末
期
に
お
い
て
英
図
銑
の
比
重
が
弐
第
に
低

下
し
、
か
わ
っ
て
印
度
銑
が
次
第
に
進
出
L
中
園
銑

を
抽
出
賀
す
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
の
ベ
た
が
、
こ

の
こ
つ
の
職
人
園
(
中
園
・
印
度
)
の
撞
百
酬
が
後
に

到
っ
て
原
料
問
題
と
し
て
の
銑
織
に
軍
医
な
問
題
を

提
起
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
で
は
の

ち
に
ふ
れ
る
ロ
な
お
こ
の
段
階
で
す
で
に
併
合
さ
れ

た
朝
鮮
(
四
三
午
)
に
つ
い
て
朝
鮮
奮
闘
説
率
の
一

O
年
揖
置
を
な
し
、
識
は
勿
論
そ
の
他
全
般
に
つ
い

て
大
部
分
関
税
ょ
の
庭
置
が
な
か
っ
た
の
は
、
不
平

等
傑
約
の
最
後
の
仕
f
げ
に
努
力
L
て
い
た
日
本
に

と
っ
て
朝
鮮
に
利
擢
ル
一
も
つ
西
猷
諸
国
の
反
感
と
報

復
と
が
お
そ
れ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

制
朝
鮮
貿
易
協
骨
縞
「
朝
鮮
貿
易
且
』
一
五
三

頁。

括
1
1尿
糾
問
題
と
資
源
に
関
連
し
亡

以
上
に
お
い
て
主
と
し
て
明
治
=
一

o
t四
0
年
代
八
幡
製
織
所
を
中
心

と
す
る
日
本
織
鋼
業
の
成
立
描
穫
に
焦
織
を
あ
わ
せ
な
が
ら
、
原
糾
問
題

の
展
開
形
態
と
そ
の
論
理
を
考
捺
し
た
。
以
下
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
岡
田
開
描



程
の
特
質
青
資
源
特
ピ
織
鏑
石
資
源
ー
と
の
趨
過
に
お
い
て
明
か
に
す

Z
こ
と
に
よ
り
、
己
の
期
の
楓
括
に
か
え
る
こ
と
と
す
る
。

既
越
の
ご
と
〈
わ
が
国
の
原
料
確
保

1
原
斜
調
占
形
態
の
展
開
宇
特
徴

づ
け
た
も
の
が
、
基
本
的
に
わ
が
園
の
資
木
制
ヰ
琵
機
構
の
歴
史
的
性
格

お
よ
び
そ
の
裂
戻
道
程
に
あ
る
こ
と
は
い
う
宮
で
も
な
い
。
た
と
主
園
内

に
お
け
る
原
桝
資
換
が
欠
如
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
解
決
方
法
は
首

該
生
産
万
法

1
様
式
白
も
と
に
お
げ
る
枇
合
的
生
産
力
の
護
畏
に
針
臆
し

て
礎
化
し
、
又
生
産
方
法

1
様
式
の
差
異
に
際
じ
て
異
っ
た
形
態
を
と
り

う
る
か
ら
で
あ
る
ロ
そ
れ
故
わ
が
閉
鎖
鋼
業
に
お
け
る
原
料
問
題
の
展
開

温
程
と
形
態
を
原
料
資
咽
酬
の
貴
国
か
ら
起
つ
先
自
然
的
不
可
避
商
な
も
の

と
L
て
合
理
伯
す
る
見
解
は
、
資
源
そ
の
も
の
の
も
つ
歴
史
的
性
格
と
資

源
川
用
形
態
の
も
つ
歴
史
的
祉
曾
的
性
騒
を
全
〈
宥
椙
せ
る
謬
見
と
い
わ

ね
ぼ
な
る
ま
い
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
嘗
時
お
よ
び
そ
れ
以
後
に
お
け
る
鋳
鋼
業
の
展
開

温
程
が
全
く
資
源
的
制
約
か
ら
離
れ
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
す
る
意

味
で
は
な
い
。
否
白
木
に
お
け
る
織
鏑
資
源
の
欠
如
即
ち
勢
働
針
象
と
し

て
の
自
然
的
素
材
の
相
罰
的
貧
困
は
(
も
と
よ
り
こ
の
賛
困

l
不
足
そ
れ

自
践
は
資
本
に
よ
り
歴
伊
崎
に
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
て
ま
さ
に

日
本
製
鎖
鋼
機
僻
し
た
が
っ
て
ま
た
原
料
問
題
を
規
定
し
た
主
要
な
一
要

因
で
島
っ
た
。
け
だ
し
鎚
鏑
資
源
の
盟
度
お
よ
び
そ
の
賦
存
形
態
は
資
本

の
自
然
護
生
的
豊
観
性

(
E
E
Z
E
r
f
o
同

E
与
岳
民
百
円
品
。
回
開
品
E
Z
)

と
し
て
資
本
の
力
能
を
制
約
し
、
串
貨
の
騰
落
を
除
外
す
れ
ば
原
料
債
格

日
本
錨
鋼
業
の
成
立
主
資
源

ゆ
一
規
定
す
る
大
き
な
要
因
で
為
る
が
、
わ
が
園
に
お
い
て
そ
の
絹
慢
的
埋

賊
量
で
な
ぐ
利
用
L
R
J
昂
資
源
と
し
て
の
織
の
盟
度
・
賦
存
は
、
ロ
m位
(
骨

有
錨
分
)
の
相
罰
的
高
位
に
か
か
わ
ら
ず
鋳
鋼
会
意
芳
の
臨
時
展
に
劃
し
て

量
的
に
少
〈
、
自
分
散
的
に
賦
存
L
て
い
る
と
と
が
既
に
多
く
の
調
査
で

明
か
に
さ
れ
て
い
早
か
ら
で
あ
る
(
も
と
よ
り
こ
の
調
査
そ
の
も
の
が
可

慶
一
的
な
も
の
で
島
る
ζ

と
は
否
定
で
き
な
い
が
)
。

そ
し
て
き
き
に
の
ベ
た
ご
と
〈
原
料
確
保
態
勢
が
謹
度
な
ら
び
に
賦
存

形
態
に
お
い
て
遥
か
に
好
傑
件
を
・
も
っ
た
大
冶
橋
保
に
む
け
ら
れ
た
己
と

は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
規
定
性
を
も
っ
て
い
た
O
で
あ
る
a

加
わ
が
固
に
お
い
て
資
源
不
足
が
大
き
〈
問
題
、
t
な
る
の
は
八
幡
成

立
M
後
の
と
と
に
属
す
る
。

州
凶
同
色
冨
民
話
U

巴
目
何
回
匂

E回
国
岡
戸
同
同
河
長
谷
部
課
第
三
部
上

巻
一
七
五
頁
。

し
か
し
そ
れ
が
か
か
る
展
開
中
」
規
定
し
た
主
要
な
る
要
因
で
あ
っ
た
の

は
、
た
だ
世
界
的
な
調
占
資
木
主
義
1
帝
国
主
義
の
形
成
と
盟
問
時
期
に
お

い
て
わ
が
園
町
生
産
方
法
の
特
殊
資
木
制
的
特
質
が
牢
績
L
、
同
時
に
営

該
生
産
方
法
に
包
情
き
礼
た
生
産
力
の
袈
畏
が
織
資
源
の
質
的
量
的
内
容

構
成
を
援
化
せ
し
め
な
か
っ
士
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
規
定
的
で
あ
っ
た

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

わ
が
園
巳
錨
鎖
資
源
が
量
的
に
少
〈
、
賦
存
が
分
散
的
で
あ
っ
た
と
し

て
亀
、
首
時
の
銑
織
ま
蓮
を
充
足
す
る
に
た
る
鐙
鏡
石
の
需
要
量
に
針
L

て
そ
の
存
有
量
そ
の
も
の
が
紹
睦
的
に
不
足
し
て
い
た
の
で
は
な
い
(
勿

第
七
十
五
春

九
六

第
五
按

ハ七



日
本
輯
鋼
業
白
成
立
と
資
源

論
一
定
白
地
理
的
自
然
的
保
件
に
規
定
さ
れ
Z
資
源
の
場
合
、
経
世
的
不

足
も
ま
た
存
在
し
う
る
が
)
。
た
だ
、
首
時
の
生
産
諮
力
の
設
展
段
階
に

お
い
て
繍
鏡
石
生
産
を
そ
の
需
要
量
に
宮
で
援
展
せ
し
め
る
と
と
が
献
存

形
態
か
ら
し
て
債
格
的
に
不
利
で
あ
り
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

辛
し
て
大
冶
・
朝
鮮
へ
の
進
出
1
会
債
な
る
鍛
錬
石
の
確
保
(
八
幡
に
お

け
る
閣
内
銑
右
受
入
最
の
減
少
阪
出
)
は
、
諮
に
圏
内
競
鏡
石
生
涯
を

制
約
し
、
釜
石
の
ご
と
ふ
悶
内
鏡
石
に
基
礎
を
お
〈
銑
鍛
生
産
を
匪
迫
L
、

そ
れ
が
反
射
に
鎖
鏡
石
生
産
力
を
制
約
す
る
と
い
う
遁
鎖
を
形
成
し
、
圏

内
供
給
力
の
停
滞
l
原
籾
不
足
、
調
外
依
存
の
強
化
、
と
い
う
循
環
軌
道
を

一
暦
確
定
的
に
し
た
の
で
あ
る
(
第
一

O
表
参
照
)
。

「
到
寸
I
l
l
-
J
Z

さ
ら
に
か
か
る
解
決
方
法
は
他
む

轍
一
時
一
加
崎
一
部
一
同
可
抽
出
的
資
源
た
る
砂
銀
、
硫
化
錨
鎖

怠
一
世
一

1

2

5

-

専
の
利
用
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
っ

竺

ー

陣

|

|

一

一

;

が

園

に

数

億

ト

γ

乃
至
霊

及
一
致
一

0
6
1
多
臥
蔵
に
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
砂
織
を

塑

湘

一

m
m
竺

同

開

使

用

し

、

農

事

わ

ん

と

す

る

試

珪

E
l
-
-上
ン
闘
よ
み
は
す
で
に
明
治
十
六
年

E
E

臨
一
間
一
岨
胤
竺
刊
蜘
船
の
鹿
島
鏑
山
に
お
い
て
小
花
多
吉
に

鐘
一
蹴
一

]

1

一
位
錨
年
よ
っ
て
試
み
ら
れ
、
小
花
か
ら
松
方

仁川
L

一
車
製
7

曜

[

阿

川

|

一

塁

に

艶

L
式
規
模
な
改
暴
露

I

L

H

3

 

第

駒

山

d
i
E

出
さ
れ
た
(
明
治
ニ
一
年
)
が
採
用

明

大

さ

れ

ず

、

鹿

島

銀

山

は

新

設

展

を

み

備考

第
七
十
王
巻

三
九
七

ノ、
/、

第
苦
境

ず
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
砂
銭
の
採
集
・
選
別
・
焼
結
・
運
搬
の
困
難
、

鍍
直
槌
の
も
つ
制
約
、
チ
タ
シ
分
離
の
困
難
は
洋
式
製
銑
へ
白
砂
織
利
用

を
阻
止
す
る
原
因
で
あ
っ
た
が
砂
鎖
的
調
査
・
研
究
(
大
規
模
製
銑
へ
の
)

は
医
島
銀
山
の
休
止
と
と
も
に
政
府
、
民
間
よ
わ
み
は
な
さ
れ
、
寅
に
大

E
五
年
に
い
た
る
士
で
ほ
と
ん
ど
放
棄
さ
れ
士
。

同
開
長
谷
川
熊
彦
「
砂
錨
」
コ
一
四
頁
。

わ
が
固
に
豊
富
に
存
在
す
る
硫
化
鏑
錨
に
闘
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
い

え
る
。
含
銅
硫
佑
織
植
田
よ
り
そ
の
鏡
石
中
に
含
宮
れ
る
銅
・
硫
黄
・
録
・

そ
の
他
の
成
分
を
完
全
利
用
問
攻
寸
る
潟
式
製
錬
は
早
〈
沌
明
治
一
一
一
年

六
月
住
友
の
別
手
銅
山
山
根
製
銃
所
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
(
わ
が
園
に

お
け
る
硫
化
錨
鎖
に
よ
る
硫
酸
製
詣
の
晴
女
)

c

そ
し
て
銅
お
よ
び
硫
黄

そ
の
他
を
抽
出
し
た
時
間
持
(
硫
酸
梓
・
鎖
分
間

o
t六
cm)を
も
っ
て
製

織
を
お
こ
な
う
試
み
は
一
一
一
=
年
六
月
同
製
錬
所
に
製
錫
試
験
係
主
設
け
士

と
き
に
は
じ
ま
る
。
し
か
し
織
を
製
出
す
る
ま
で
に
原
鱗
石
の
も
つ
銅
分

を
除
去
す
る
こ
と
が
困
難
で
晶
り
、
一
一
七
年
十
一
月
早
く
も
中
止
さ
れ

た
硫
化
鎖
鑓
に
よ
る
硫
酸
製
造
の
開
始
は
わ
が
闘
硫
化
鍛
錆
の
差
出
を
激

培
せ
し
め
る
D
T
あ
る
が
、
製
銭
へ
の
利
用
は
こ
の
段
階
に
お
い
て
放
棄

さ
れ
、
そ
の
研
究
は
大
正
九
年
に
到
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
か
え
り
み
ら
れ
な

か
o
b。
首
時
民
間
資
木
の
も
つ
制
約
は
大
規
模
E
纏
額
的
な
寅
験
研
究

費
を
支
排
し
え
ず
(
首
時
住
友
の
だ
し
た
研
究
費
目
五
カ
年
で
一

O
高
園
、

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
出
た
の
が
ご
六
年
か
ら
で
一
年
で
中
め
て
了
ワ
た
か



ι質
際
使
づ
た
の
は
透
か
に
少
額
で
あ
っ
た
)
、
政
府
も
士
た
中
園
鏡
石
依

容
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
土
の
圏
内
資
源
の
利
用
開
瑳
を
放
禁
し

た
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
右
の
ご
と
き
わ
が
園
の
資
源
不
足
を
強
伯

L
た
側
面
を
肴
遁
す
ベ
告
で
な
い
だ
ろ
う
。

川
仰
前
掲
「
日
本
鏡
業
致
撞
且
」
ム
巻
八
五
二
頁
。

制
「
別
子
関
坑
二
百
五
十
年
民
話
」
三
五
九
|
=
一
六
=
頁
。
三
六
五

頁。

弐
に
わ
れ
わ
れ
は
圏
内
資
源
調
査
に
お
け
る
か
か
る
側
面
を
温
跡
し
て

み
よ
う
。
鍛
錬
の
盤
度
・
賦
存
ぞ
れ
自
睡
が
た
と
え
地
理
的
自
然
的
保
件

に
よ
っ
て
興
え
ら
れ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
自
障
は
人
聞
の
主
位
的
寅
陵
町
調

査
を
通
じ
て
の
み
そ
れ
を
認
知
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
ろ
ま
で
も

な
い
。
わ
が
園
に
お
け
る
餓
資
源
・
埋
殿
量
調
査
の
開
始
は
強
が
託
代
工

業
の
基
底
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
銭
出
資
源
と
し
て
意
識
さ
れ
る
に

到
っ
た
時
と
ほ
ぼ
そ
の
期
を
-
に
し
て
い
る
。
わ
が
園
に
お
け
る
銭
安
識

調
査
は
明
治
五
年
七
月
工
部
省
鎖
山
安
傭
銭
山
師
長
ゴ
ツ
ド
フ
レ
ー
が
陸

相
湖
北
越
地
方
町
諸
鉱
山
の
巡
検
し
た
結
果
、
か
つ
て
幕
末
大
島
高
任
が
採

鎮
精
錬
を
試
み
た
閉
伊
織
山
(
釜
石
鎖
山
)
の
優
秀
な
る
こ
と
を
却
笠
口
し
た

と
き
に
始
つ
亡
い
る
。

v
f
の
後
八
年
に
は
外
人
に
よ
る
釜
石
中
小
坂
の
調

査
(
錨
忙
闘
ヲ
る
地
質
錨
床
調
査
の
帽
長
)
が
あ
り
、
績
い
て
明
治
十
六

年
工
部
省
伊
藤
誠
弐
郎
が
釜
右
埋
蔵
量
は
僅
か
十
三
寓
}
シ
に
す
苦
な
い

と
い
号
悲
調
的
報
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
鏡
石
経
営
白
失
敗
を
資
源
不
足

に
蹄
せ

L
め
ん
と
す
る
官
製
報
告
で
あ
っ
士
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

日
本
舗
鋼
業
目
成
立
と
責
源

明
治
十
六
年
農
商
務
省
に
地
質
調
査
所
が
で
き
、
そ
の
後
市
規
模
な
調

査
が
行
わ
れ
バ
い
る
が
、
こ
れ
ら
初
期
の
調
査
は
い
ず
れ
も
朴
撰
を
ま
ぬ

が
れ
な
か
っ
た
。

ω
「
明
治
工
業
且
L

地
早
箱
二
五
貰
ロ

M
W

明
治
二
六
年
一

O
月
臨
時
製
曲
事
業
調
査
委
員
令
報
告
(
「
日
本

錨
銅
且
」
=
一
八
頁
)
。

錨
鎖
石
調
査
が
大
治
他
す
る
の
は
明
治
二
四
年
の
第
二
議
官
で
官
管
製

織
所
索
が
主
に
原
料
調
査
不
充
分
の
故
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
た
己
ろ
か
ら

ご
五
年
六
月
の
製
鋼
事
業
調
査
委
員
曾
の
成
立
前
後
に
到
っ
て
そ
の
第
一

歩
を
踏
み
叫
い
し
た
と
い
っ
て
也
温
一
一
吉
田
で
は
な
い
だ
ろ
え

J
G

調
査
に
従
事
L

た
地
質
調
杏
所
技
師
大
塚
幕
一
は
先
記
伊
藤
報
告
を
批
剣
L
、
釜
石
鏡
石

鏑
石
に
よ
品
銑
錨
最
小
限
六
五
O
寓
ト
シ
の
製
出
可
能
を
の
ベ
、
一
カ
年

五
菌
ト
シ
可
と
し
て
一
三

O
除
年
間
製
銑
材
料
に
欠
乏
せ
ず
と
報
告
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
調
査
を
蓋
礎
と

L
、
何
委
員
曾
は
二
五
年
九
月
復
申
書
第

一
一
蹴
に
お
い
て
、
現
金
せ
る
釜
石
・
仙
人
・
赤
谷
の
鎗
山
、
北
海
道
の
砂

織
に
つ
い
マ
報
告
を
行
い
、
そ
の
結
論
を
衣
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。

-
l

今
此
精
密
ナ
ル
調
査
ヲ
怒
タ
ル
四
箇
所
ノ
錨
鎖
畳
ヲ
概
算
ス
ル
ニ
其

表
面
一
一
接
近
シ
容
易
一
一
採
掘
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
千
五
百
六
十
五
寓
除
噸
ニ

ジ
テ
、
之
ヨ
リ
得
ル
所
ノ
銑
館
七
百
三
十
六
寓
蛍
噸
ヨ
リ
少
カ
一
フ
ズ
。

之
一
一
加
フ
ル
ユ
未
〆
賓
制
令
ザ
ル
地
一
一
シ
テ
多
量
ノ
織
鏡
ヲ
存
在
ス
ル

所
ア
り
。
(
中
略
)

此
他
錨
鎖
ノ
存
在
ス
ル
個
国
ニ
至

p
テ
ハ
殆
シ
ド
枚
奉
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル

第
七
十
豆
巷

ブL
ノ1

第
王
強

山ノ、
ブL



日
本
舗
鋼
業
の
成
立
と
資
源

ヲ
以
テ
製
織
ノ
材
耕
一
一
於
テ
ハ
決
シ
テ
欠
乏
ノ
憂
ナ
グ
寧
ロ
除
裕
ア
リ
ト

認
ム
ベ
シ
」
と
。

こ
の
報
告
は
わ
が
闘
に
製
鋼
所
を
作
ら
ん
と
す
る
政
治
的
意
固
を
も
つ

も
の
で
す
こ
ぶ
る
禦
観
的
で
あ
る
が
、

bJく
主
も
首
時
に
お
い
て
原
料
不

足
が
資
源
不
足
か
ら
く
る
も
の
で
な
い
と
い
ち
こ
と
を
関
識
・
主
張
す
る

も
り
と
し
て
興
味
深
い
。
同
じ
こ
ろ
盆
石
を
調
査
し
た
陸
軍
砲
兵
大
佐
加

墜
訴
久
の
報
告
も
「
釜
石
鎖
石
ノ
無
量
ナ
ル
燃
料
木
表
ノ
宮
偉
ナ
ル
質
ニ

抽
出
想
ノ
外
ト
言
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
然
ル
-
一
目
下
其
産
出
ノ
少
額
一
一
シ
テ
品
位

劣
等
ノ
銑
錨
ヲ
見
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
他
ナ
シ
採
掘
運
搬
ノ
法
末
タ
宜
キ

ヲ
得
ス
器
械
多
グ
ハ
粗
造
ニ
シ
テ
錯
法
常
一
二
ヲ
期
ジ
難
ケ
レ
ハ
ナ
リ
」

と
の
ベ
、
か
か
る
改
良
に
要
す
ず
の
資
本
の
不
足
に
原
料
不
足
の
原
因
を
も

と
め
て
い
る
。

つ
づ
く
二
六
年

-
O月
の
臨
時
製
織
事
業
調
査
委
員
曾
報
告
も
、
釜
石

失
敗
の
原
因
を
原
料
の
欠
乏
に
あ
り
と
あ
る
か
つ
て
の
見
解
を
批
列
L
、

そ
の
原
因
を

ω原
料
戸
盃
の
不
充
分
、
州
刷
織
鏑
採
掘
国
城
の
狭
少
、
川
仰
木

茨
、
右
涙
の
供
給
欠
芝
、

ω鏑
山
連
続
の
不
便
、

mw織
類
需
要
の
僅
少
、

ω銑
碩
格
の
高
位
、
的
按
術
牛
車
熱
、
に
あ
り
と
し
て
い

h
o
な
を
釜
石
の

埋
蔵
量
の
調
査
は
そ
の
後
屯
引
っ
づ
き
行
わ
れ
、
二
五
年
千
四
百
菖
ト
ン

か
ら
二
八
年
末
に
は
四
千
九
百
高
ト
ン
と
推
定
さ
れ
る
に
到
っ
た
。
と
と

ち
が
こ
の
手
出
品
し
の
難
槻
論
(
そ
れ
白
煙
に
お
い
て
も
少
〈
と
も
本
質
円

一
端
を
把
握
せ
る
も
結
局
に
お
い
て
か
か
る
展
開
を
制
約
す
る
歴
史
的
世

第
七
十
五
巻

ブL

プL

第
有
鵠

七
O 

曾
的
棉
件
に
劃
す
る
割
問
識
を
怯
〈
)
、
す
な
わ
ち
資
源
不
足
杏
担
論
も
、

大
冶
依
存
が
確
定
し
更
に
織
需
要
が
念
増
す
る
や
た
ち
ま
ち
姿
を
消
し
、

己
ん
ど
は
査
く
反
封
の
資
源
不
足
を
強
調
す
る
針
外
侵
略
合
理
化
論
に
か

わ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
鑓
資
源
に
つ
い
て
の
築
糊
論
は
跡
を
た
っ

た。
8
 

(
明
治
二
五
年
一
二
月
九
日
)

大
塚
享
一
「
釜
石
四
抗
錨
鏑
床
調
L

融
専
丸
一
一
一
一

O
七
頁
。

「
製
織
原
料
ノ
調
査
」
(
伊
藤
博
文
秘
書
類
纂
、
工
業
関
係
資
料

二

二

頁

)

。

.

加
藤
春
久
「
釜
右
製
暗
所
調
査
報
骨
」
(
二
王
年
四
月
)
錨
考
一

豆
七
頁
。

同
「
日
本
錨
制
且
」
凹
一
l
l
二
頁
。

附
同
輔
安
調
不
且
の
世
界
拍
宣
言
は
第
一

o
m高
閣
地
質
畢
曾
(
明
消

四
五
年
、
一
九
一

O
)
に
お
け
る
井
上
昭
之
助
の
報
告
。
民
の
計

算
に
よ
れ
ば
営
時
わ
が
閣
の
寅
測
曲
鏑
量
は
千
凡
百
七
十
丸
高
ト

ン
。
推
定
鏑
量
三
千
六
百
高
ト
y
で
あ
ワ
た
(
「
明
治
工
業
虫
」

地
革
篇
ニ
六
頁
)
。

(9) (時そ
し
て
織
額
調
査
は
こ
り
瞬
間
か
ら
そ
自
主
力
を
政
府
・
財
関
一
丸
と

な
っ
て
朝
鮮
・
満
州
・
北
支
お
よ
び
大
冶
を
中
心
と
す
る
揚
子
江
一
滑
に

結
集
寸
る
の
で
あ
る
。

わ
が
園
錨
鋼
業
の
琵
雇
、
そ
れ
に
と
も
な
号
原
料
需
要
の
増
大
は
、
そ



れ
に
よ
っ
て
聡
長
傾
向
を
免
れ
え
な
い
原
制
債
格
を
低
位
安
定
な
ら
し
め

る
た
め
に
、
圏
内
安
源
不
足
を
世
界
に
喧
俸
し
つ
つ
、
植
民
地
制
区
に
遮

進
す
る
。
園
内
資
源
の
調
査
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
不
充
分
な
ま

ま
に
の
と
さ
れ
て
ゆ
〈

G

か
つ
て
釜
石
の
失
敗
を
資
源
不
足
に
蹄
L
、
製

鋼
所
建
設
時
に
は
資
源
の
堅
官
を
主
昔
、
大
冶
準
出

l
植
民
地
進
出
と
と

も
に
再
び
賢
治
不
足
の
結
盟
性
が
調
査
そ
基
礎
と
し
て
瞳
俸
さ
れ
る
。
鏡

石
賦
存
を
調
査
す
る
科
種
的
客
親
的
調
査
は
ま
さ
に
そ
の
名
に
お
い
て
政

策
的
指
向
主
義
化
す
る
十
八
な
る
怒
意
性
と
階
級
性
を
も
っ
て
現
れ
る
の

で
あ
る
。
か
〈
て
か
つ
て
の
中
閣
の
停
滞
性
・
辛
植
民
地
性
は
苧
封
建
制

と
帝
図
、
主
義
支
配
か
ら
で
な
〈
、
中
園
自
陸
自
一
激
震
資
源
の
貧
困
(
石
長

を
の
ぞ
〈
)
に
基
づ
く
と
さ
れ
た
E
同
じ
よ
う

L
、
銭
安
源
不
足
の
紹
陸

量
が
す
べ
て
を
説
明
L
、
わ
が
図
の
帝
園
主
義
的
支
配
l
侵
略
を
合
理
化

す
る
に
い
た
る
。

ω
「
日
本
舗
鋼
且
」
六
二
一
二
、
六
二
九
、
六
四
O
頁
、
「
明
治
工
業

県
」
地
事
矯
六
頁
。

ω
国
同
国
。
凶
吉
田
E
Z
・
P
E
P
E
F
E
a
q
E
吾
o
岡
山
内
阿
佐
子

呂
田
(
邦
語
「
東
亜
の
鏑
産
ー
と
資
源
L

序
文
王
頁
)
の
見
解
、

或
は
ジ
ョ
ー
ジ
・

B

・
ク
レ
ツ
シ
イ
(
邦
語
「
満
州
支
那
の
土
地
主

人
」
一
六
四
頁
)
の
見
解
な
ど
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
み
る
う
。

E
は
い
え
以
上
の
こ
と
は
決
し
て
わ
が
閣
の
織
資
源
が
そ
の
畳
度
・
賦

存
形
態
に
お
い
て
豊
富
で
あ
る
こ
と
を
詰
詮
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な

日
本
蝿
鋼
業
の
成
立
と
養
源

L
 鏑

量
一
億
ト
シ
露
天
据
の
採
掘
可
能
量
の
み
で
干
入
百
高
f
y
と
い
わ

れ
る
大
冶
に
比
較
し
て
、
首
時
の
調
査
範
圏
に
お
い
て
わ
が
園
の
劣
位
は

決
し
て
否
定
し
ろ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
古
た
埋
減
量
そ
れ
自
陸
は

な
ん
ら
直
ち
に
構
働
抽
出
象

1利
用
L
う
呂
資
源
た
り
う
る
も
め
で
た
い
こ

と
は
自
明
の
乙
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
餓
費
減
を
不
足
元
ら
し
め
、
島
る
い
は
そ
の
不
足
を
激

化
す
る
主
漕
力
は
決
し
て
常
に
織
資
源
そ
の
も
の
の
車
な
る
紹
陸
畳
の
中

に
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
そ
し
て
か
か
る
相
針
性
を
も
っ
資
源
が
一

つ
の
紹
睦
的
要
因
と
し
て
原
料
問
題
の
展
開
を
規
定
す
る
に
到
る
こ
と
も

宮
た
一
定
的
生
産
方
法

1
儀
式
の
史
的
特
質
に
起
因
す
る
こ
と
を
わ
れ
わ

れ
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

同
首
時
わ
が
国
の
瞳
資
源
は
決
し
て
ま
だ
充
分
の
調
査
が
で
き
て
い

な
か
っ
た
が
、
探
掘
に
た
え
る
推
定
鏑
査
は
大
E
五
年
の
錨
山
局

調
査
報
告
に
よ
れ
ば
大
蝉
七
千
高
ト
シ
(
陣
砂
嘩
)
、
古
前
ト
シ
以

上
の
鋼
量
あ
る
も
の
九
カ
所
、
う
ち
釜
石
(
三
千
豆
百
高
ト
ン
)

を
除
い
て
は
ほ
F
ん
ど
干
高
i

ン
以
下
の
鎖
最
で
あ
る
。

こ
の
段
階
に
お
い
て
わ
が
圏
製
鍛
械
構
と
同
時
に
原
料
問
題
の
展
闘
に

規
定
的
佼
割
を
も
っ
わ
が
固
な
ら
び
に
植
民
地
場
働
者
の
問
題
に
ふ
れ
え

な
か
っ
た
。

ζ

の
こ
と
は
の
ち
に
績
稿
に
お
い
て
果
す
で
あ
ろ
う
。

第
七
十
五
巻

回

O
O

第
五
披

七




